予算要求資料
平成２６年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名　新　子育てバリアフリー加速化事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　環境生活部　少子化対策課　少子化対策係　電話番号：058-272-1111（内2682）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail： c11167@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　62,361千円　（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	62,361  
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	62,361

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　・平成22･23年度に「親子でお出かけ大作戦」事業（安心こども基金）にお
　　　いて、赤ちゃんステーション、妊婦・乳幼児連れ駐車場の設置補助を行い、
設置登録が進んだが、補助事業終了後は、市町村及び民間施設の設置登録
が激減した。

・子育て家庭が安心して外出ができる環境づくりを実現するには、子育て世

　　　帯が外出する際に利用する施設の整備が必要である。

・道の駅や大型商業施設は利用頻度の高い施設であると思われるが、赤ちゃ

んステーション・駐車場共に整備率が５０％に満たない状況であり、整備

を促進していくことが必要である。
（２）事業内容

　　　設置施設増加に向けた取り組み

　　・設置店舗の拡大に向けて、子育て家庭が多く利用する県内各地の道の


駅、店舗面積が20,000㎡以上の大型商業施設を対象として、『赤ちゃ


んステーション』『妊婦・乳幼児連れ駐車場』の新規設置費用の補助を
行う。

　　・設置済で補修が必要な施設に対し、補修のための費用を補助する。

（３）県負担・補助率の考え方

　　・赤ちゃんステーション　県4/5

・妊婦乳幼児連れ駐車場　県10/10

（いずれも平成22・23年の補助率に準じる。）
（４）類似事業の有無
３　事業費の積算内訳(単位：千円)
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	176
	施工完了した施設の確認

	需用費
	10
	資料作成費

	役務費
	8
	赤ちゃんステーションステッカー郵送代

	補助金
	62,167
	赤ちゃんステーション、妊婦乳幼児連れ駐車場整備補助

	合計
	62,361
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　・岐阜県少子化対策基本計画

　Ⅲ－２－(２)　子ども連れで外出しやすい環境づくり

（２）国・他県の状況


・中部７県においても、妊婦用駐車場、施設における授乳室などを整備

　を啓発している。

・妊婦用の駐車場は、障がい者等の駐車場と兼用する県が多い。

・設置に関しては県が設置費用の一部を補助(中部７県中、２県)
　・利用者への周知用ステッカーなどのＰＲグッズを配布している。

事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　子育て家庭が安心して外出できる環境づくりを目的とし、赤ちゃんステー

　ションや妊婦・乳幼児連れ駐車場を設置拡大することにより、利用者の利

　便性を図るとともに、子育てが楽しい社会づくりを進めていく。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	妊婦・乳幼児連れの方が優先的に駐車できる駐車スペースを確保している施設数
	（H  ）
	１５８
（H21）
	２４８
（H24）
	３４３
（H25.6）
	７００
（H26）
	48.0％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

・平成２２年度・２３年度に「親子でお出かけ大作戦」事業において、赤ち　

ゃんステーション(授乳室、おむつ交換台)、妊婦・乳幼児連れ駐車場の整備における補助を行った。２年で授乳室が４２施設、おむつ交換台が１３７施設、妊婦・乳幼児連れ駐車場が７１施設設置された。

　補助事業終了後は、市町村、民間施設による登録申請があれば、随時県の　

ホームページに掲載した。

・平成２４年度の市町村における赤ちゃんステーションと妊婦・乳幼児連れ

駐車場の設置状況に関する照会を行い、未登録の施設については県のホー

ムページに登録した。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　市町村施設に関しては、照会を行い、最新の情報を把握して県民に発信することができ、子育て家庭が安心して外出できる環境づくりが進んだ。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
〇
	赤ちゃんステーション・妊婦・乳幼児連れ駐車場が設置されていることにより、子育て家庭が安心して外出することができることから、必要性が高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

△

	　赤ちゃんステーション、妊婦・乳幼児連れ駐車場共に、平成２３年度の「親子でお出かけ大作戦」において、市町村、民間施設における設備の整備費用の一部の補助を行い、県のホームページでの登録数も増えた。しかし、事業終了後、市町村施設の整備は継続して行われたが、民間施設の整備が減少した。

　民間企業より、事業所の新設に伴い、補助金があれば新たに整備したいとの相談があるなど、事業の有効性は高い。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

〇

	整備対象を、子育て家庭が多く利用する道の駅、大型商業施設に限定している。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
「親子でお出かけ大作戦」による整備の補助が平成２３年度で終了したこ
とから、民間施設の整備が激減した。民間施設に関しては設置費用の負担があり、自主的な設置は少なくなっており、補助により整備を行う必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

・市町村施設については、補助が終了した後も若干整備が行われているが、民間施設については、整備を拡大するためには、整備補助を行う必要がある。


